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問 1  あなたの年齢はいくつですか？　年齢を記入してください  　　　　　　　　歳 

問 2  学校は？

 1 小学校　　  2 中学校　　  3 高校　　  4 専門学校　　  5 中学卒業後で無職　　  6 就
しゅう

労
ろう

中
ちゅう

問 3  何年生ですか？学年を記入してください     　　　　　　　年生

問 4  男性ですか，女性ですか？　     　1 男性　　　2 女性

問 5  今回，この施設に入所してからどのくらいになりますか？  　　　年　　　ヶ月

問 6  これまで家
か

庭
てい

裁
さい

判
ばん

所
しょ

から呼び出されたことはありますか？ 　1 ある　　　2 ない

調査へのお願い

● この調査の目的は，薬物などに対するみなさんの考えや経験を知ることです．この調
査は，厚生労働省の科学研究費によるもので，現在，全国の一般中学生でも同様な調
査が行われています．

● 自分の名前は書く必要はありません．また，集めた用紙もコンピュータで集計します
ので誰がどのように答えたのか分かりません．したがって，答えた内容が施設での生
活や退院時期に影響することはありません．答えたくない質問には答えなくてもかま
いません．白紙提出でもかまいません．無記名式のため回収後に調査協力を取り消す
ことはできません．

● 各質問に対する回答は，特にことわらない限りもっともあてはまる内容の番号を一つ
だけ選んで○をつけて下さい．

●調査に協力していただける場合は下記の□欄にチェックをしてください .

　調査に協力します□
目白大学　　　　教授　　　庄司　正実
国立武蔵野学院　院長　　　小林　昌彦
国立武蔵野学院　心理士　　宇佐見兼市

厚生労働科学研究費補助金(課題番号19KC2011)
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問 7   あなたの身
み

近
ぢか

な人（友達，先輩，知り合い，家族など）で以下のような薬物をやっている人は
いましたか？

 　1） シンナーやトルエン（ボンド，マニキュアの除
じょ

光
こう

液
えき

なども含む）   1 いた 2 いない

 　2） マリファナ（大
たい

麻
ま

，ハッパ，ハシッシも同じ）    1 いた 2 いない

 　3） 覚せい剤（エス，スピード，シャブも同じ）     1 いた 2 いない

 　4） ガス（ライター用ガス，カセットコンロ用ガスなど）    1 いた 2 いない

 　5） ＭＤＭＡ（エクスタシー，エックス，Ｘも同じ）    1 いた 2 いない

 　6） コカイン（クラックも同じ）      1 いた 2 いない

 　7） リタリン（病気治療以外の目的で）      1 いた 2 いない

 　8） 睡
すい

眠
みん

薬
やく
（病気治療以外の目的で）      1 いた 2 いない

 　9） 精
せい

神
しん

安
あん

定
てい

剤
ざい
（病気治療以外の目的で）     1 いた 2 いない

 　10） ブロン薬などのセキ止め液（病気治療以外の目的で）   1 いた 2 いない

 　11） その他の薬物        1 いた 2 いない

問 8   身
み

近
ぢか

な人で，以下の薬物をやった結果病気や異常になった人がいましたか？

 　1） シンナーやトルエン（ボンド，マニキュアの除
じょ

光
こう

液
えき

なども含む）  1 いた 2 いない

 　2） マリファナ（大
たい

麻
ま

，ハッパ，ハシッシも同じ）    1 いた 2 いない

 　3） 覚せい剤（エス，スピード，シャブも同じ）     1 いた 2 いない

 　4） ガス（ライター用ガス，カセットコンロ用ガスなど）    1 いた 2 いない

 　5） 睡
すい

眠
みん

薬
やく

・精
せい

神
しん

安
あん

定
てい

剤
ざい
（病気治療以外の目的で）    1 いた 2 いない

問 9   あなたは以下のような薬物の使用を誘われたことがありますか？

 　1） シンナーやトルエン（ボンド，マニキュアの除
じょ

光
こう

液
えき

なども含む）  1 ある 2 ない

 　2） マリファナ（大
たい

麻
ま

，ハッパ，ハシッシも同じ）    1 ある 2 ない

 　3） 覚せい剤（エス，スピード，シャブも同じ）     1 ある 2 ない

 　4） ガス（ライター用ガス，カセットコンロ用ガスなど）    1 ある 2 ない

 　5） 睡
すい

眠
みん

薬
やく

・精
せい

神
しん

安
あん

定
てい

剤
ざい
（病気治療以外の目的で）    1 ある 2 ない

 　6） その他の薬物        1 ある 2 ない
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問 10   あなた自身は以下のような薬物を１回でも使用したことがありますか？

 　1） シンナーやトルエン（ボンド，マニュキヤの除
じょ

光
こう

液
えき

なども含む）   1 ある 2 ない

 　2） マリファナ（大
たい

麻
ま

，ハッパ，ハシッシも同じ）    1 ある 2 ない

 　3） 覚せい剤（エス，スピード，シャブも同じ）     1 ある 2 ない

 　4） ガス（ライター用ガス，カセットコンロ用ガスなど）    1 ある 2 ない

 　5） ＭＤＭＡ（エクスタシー，エックス，Ｘも同じ）    1 ある 2 ない

 　6） コカイン（クラックも同じ）      1 ある 2 ない

 　7） リタリン（病気治療以外の目的で）      1 ある 2 ない

 　8） 睡
すい

眠
みん

薬
やく
（病気治療以外の目的で）      1 ある 2 ない

 　9） 精
せい

神
しん

安
あん

定
てい

剤
ざい
（病気治療以外の目的で）     1 ある 2 ない

 　10） ブロン薬などのセキ止め液（病気治療以外の目的で）   1 ある 2 ない

 　11） その他の薬物        1 ある 2 ない

問 11   施設に入る前，あなたが以下のような薬物を手に入れることはどの程度難しいことでしたか？

1） シンナーやトルエン 1 簡単に手に入る 2 少々苦労するが，なんとか手に入る

3 ほとんど不可能だ 4 絶対不可能だ

2） マリファナ

　（大
たい

麻
ま

，ハッパ，ハシッシも同じ）

1 簡単に手に入る 2 少々苦労するが，なんとか手に入る

3 ほとんど不可能だ 4 絶対不可能だ

3） 覚せい剤

　（エス，スピード，シャブも同じ） 

1 簡単に手に入る 2 少々苦労するが，なんとか手に入る

3 ほとんど不可能だ 4 絶対不可能だ

4）  ガスパンのためのライター用ガス・
カセットコンロ用ガスなど

1 簡単に手に入る 2 少々苦労するが，なんとか手に入る

3 ほとんど不可能だ 4 絶対不可能だ

5） 睡
すい

眠
みん

薬
やく

・精
せい

神
しん

安
あん

定
てい

剤
ざい

　（病気治療以外の目的で）

1 簡単に手に入る 2 少々苦労するが，なんとか手に入る

3 ほとんど不可能だ 4 絶対不可能だ
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薬物への態度

問 12   施設に入る前，以下の薬物を使うことをどう思っていましたか？

1） シンナーやトルエン 1 すべきではないと思っていた 2 少々ならかまわないと思っていた

3 かまわないと思っていた 4 特に考えたことはなかった

2） マリファナ

　（大
たい

麻
ま

，ハッパ，ハシッシも同じ）

1 すべきではないと思っていた 2 少々ならかまわないと思っていた

3 かまわないと思っていた 4 特に考えたことはなかった

3） 覚せい剤

　（エス，スピード，シャブも同じ） 

1 すべきではないと思っていた 2 少々ならかまわないと思っていた

3 かまわないと思っていた 4 特に考えたことはなかった

4）  ガスパンのためのライター用ガス・
カセットコンロ用ガスなど

1 すべきではないと思っていた 2 少々ならかまわないと思っていた

3 かまわないと思っていた 4 特に考えたことはなかった

5） 睡
すい

眠
みん

薬
やく

・精
せい

神
しん

安
あん

定
てい

剤
ざい

　（病気治療以外の目的で）

1 すべきではないと思っていた 2 少々ならかまわないと思っていた

3 かまわないと思っていた 4 特に考えたことはなかった

問 13   入所前から以下の薬物使用が法律で禁止されていることを知っていました？

 　1） シンナーやトルエン     1 知っていた　　　2 知らなかった

 　2） マリファナ（大
たい

麻
ま

，ハッパ，ハシッシも同じ）  1 知っていた　　　2 知らなかった

 　3） 覚せい剤（エス，スピード，シャブも同じ）   1 知っていた　　　2 知らなかった

問 14   この施設に入る前，お酒（アルコール類）やタバコをどのくらいやってましたか？

　　 1）　お酒について 

 　　　1 飲んだことはない　　2 1 年で数回　　3 月２-３回　　4 週に２-３回　　5 ほぼ毎日　

　　 2）　お酒はいつ頃からやってましたか？   （いずれかに○印をつけてください）

 　　　1 小学校　　　2 中学校　　　　の　　　　　年生頃から　
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（問 14のつづき）

　　 3）　タバコについて  

 　　　1 吸ったことはない　　2 1 年で数回　　3 月２-３回　　4 週に２-３回　　5 ほぼ毎日　

　　 4）　タバコはいつ頃からやってましたか？   （いずれかに○印をつけてください）

 　　　1 小学校　　　2 中学校　　　　の　　　　　年生頃から　

　　 5）　未成年者のタバコ（喫煙）をどう思っていましたか？

 　　　1 法律で禁じられているから，すべきではないと思っていた

 　　　2 法律で禁じられてはいるが，少々ならかまわないと思っていた

 　　　3 法律で禁じられてはいるが，それを守る必要は全然ないと思っていた

シンナー遊びについて

問 15   施設に入る前，最もしていた時で「シンナー遊び」をどのくらいしていましたか？

　 1 したことはない　　　2 今まで 1，２回くらい　　　3 数回以上した　　　4 ほとんど毎日

問 16
  「シンナー遊び」をしすぎたり繰り返したりすると，以下のようなことがおこることがあります．
「シンナー遊び」をする前（したことがない人は施設入所前），「シンナー遊び」でおこること
として知っていたものすべてに○をつけてください．

 1  急
きゅう

性
せい

中
ちゅう

毒
どく

死
し
（吸っていてそのまま急に死ぬこと）　 

 2  精
せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい
（何もないのに物が見えたり声が聞こえたりする幻

げん

覚
かく

，誰もいないのに自分が見られているとか自分が噂
うわさ

されてい

ると思いこんだりする妄
もう

想
そう

がでること）

 3  フラッシュバック（薬を止めてしばらくたつのに幻覚や妄想がでてくること）

　 4 いずれも知らなかった

問 17
  「シンナー遊び」の結果，上記のような精

せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

（幻覚や妄想）やフラッシュバックなどを
体験したことがありますか？体験したことすべてに○をつけてください．（もともと「シンナー

遊び」をしていない人は3を選んでください）

　 1 精
せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

 2 フラッシュバック  3 「シンナー遊び」はしたことがない
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ガスパン遊び（ガスの吸引）について

問 18   施設に入る前，最もしていた時で「ガスパン遊び」をどのくらいしていましたか？

　 1 したことはない　　　2 今まで 1，２回くらい　　　3 数回以上した　　　4 ほとんど毎日

問 19
   「ガスパン遊び」をすると精

せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

（幻覚や妄想）や急
きゅう

性
せい

中
ちゅう

毒
どく

死
し

をおこすことをガスパン遊
びをする前に（したことがない人は施設入所前）知っていましたか？「ガスパン遊び」でおこ
ることとして知っていたものすべてに○をつけてください．

 1 精
せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

  2  急
きゅう

性
せい

中
ちゅう

毒
どく

死
し

　  3 いずれも知らなかった

問 20   「ガス」を使った結果，精
せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

（幻覚や妄想）を体験したことがありますか？

 1 ある  2 ない  3 ガスパンは使ったことがない

大
たい

麻
ま

（マリファナ，ハシッシ，ハッパ）について

問 21   大
たい

麻
ま

を吸う前（使ったことがない人は施設入所前），大
たい

麻
ま

についてあなたはどう思っていまし
たか？

 1 大麻は知らなかった  2 関心がなかった

 3 見てみたかった   4 試してみたかった

問 22   施設に入る前，最もしていた時で大
たい

麻
ま

をどのくらい吸っていましたか？

　 1 したことはない　　　2 今まで 1，２回くらい　　　3 数回以上した　　　4 ほとんど毎日

問 23   大
たい

麻
ま

を吸うと精
せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

（幻覚や妄想）をおこすことを大
たい

麻
ま

を吸う前（したことがない人は施
設入所前）に知っていましたか？

 1 知っていた    2 知らなかった

- 136 -



問 24  大
たい

麻
ま

を吸った結果，精
せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

（幻覚や妄想）を体験したことがありますか？ 

　 1 ある  2 ない  3 大
たい

麻
ま

は使ったことがない

覚せい剤（スピード，エス）について

問 25   覚せい剤（スピード，エス）を使う前（使ったことがない人は施設入所前），覚せい剤につい
てあなたはどう思っていましたか？

 1 覚せい剤は知らなかった   2 関心がなかった

 3 見てみたかった    4 試してみたかった

問 26   施設に入る前，最も使っていた時で覚せい剤（スピード，エス）をどのくらい使っていましたか？

　 1 したことはない　　　2 今まで 1，２回くらい　　　3 数回以上した　　　4 ほとんど毎日

問 27
  覚せい剤によって精

せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

やフラッシュバックが起こることを覚せい剤を使う前に（したこ
とがない人は施設入所前）知っていましたか？覚せい剤でおこることとして知っていたものす
べてに○をつけてください．

 1 精
せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

  2 フラッシュバック　  3 いずれも知らなかった

問 28
  覚せい剤を使った結果，精

せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

やフラッシュバックを体験したことがありますか？体験し

たことすべてに○をつけてください．（もともと覚せい剤を使っていない人は3を選んでくだ
さい）

 1 精
せい

神
しん

病
びょう

状
じょう

態
たい

  2 フラッシュバック　  3 覚せい剤は使ったことがない
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生活環境について

問 29   以下のようないわゆる非行について，したことがあるのはどれですか？したことがあるものす
べてに○をつけてください．

 1 外泊や家出をした  2 人にけがをさせた　  3 家からお金を持ち出した

 4 自転車を盗んだ  5 人の物やお金を盗んだ　  6 ひったくり，カツアゲ

 7 家の中で暴れた  8 暴走族に入った　        9 物や家に火をつけた

 10 学校をさぼった  11 バイクや自動車を盗んだ  12 人の物やみんなの物をわざと壊した

 13 不良仲間とつき合った   14 暴力団とつき合った     15 根
こん

性
じょう

焼
や

きや入
いれ

墨
ずみ

をした　

 16 無免許運転　  17 性関係のこと　　　　  18 その他

問 30   このような非行を，あなたが初めてしたのはいつですか？

 1 小学校入学前　　　2 小学 1年生　　　3 小学 2年生　　　4 小学 3年生　　　5 小学 4年生

 6 小学 5年生　　　　7 小学 6年生　　　8 中学 1年生　　　9 中学 2年生　　　10 中学 3年生

       11 中学卒業以後

問 31  親から暴力を振るわれたことがありますか？

 1 ない  2 まれ（今まで 1，2度） 3 たまに（年に 1，2回くらい）

 4 しばしば（月に 1，2回くらい）   5 かなり（週に 1，2回以上）

問 32   親からひどい暴言をはかれたことがありますか？

 1 ない  2 まれ（今まで 1，2度） 3 たまに（年に 1，2回くらい）

 4 しばしば（月に 1，2回くらい）   5 かなり（週に 1，2回以上）

質問は以上です．ありがとうございました．
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Draft-Result

The use of substance in Japan: Results from a nationwide general 
population national survey 2019.

Takuya Shimane, Satoshi Inoura, Dongmei Qiu, Kiyoshi Wada

OBJECTIVE

A nationwide general population survey on drug use were conducted to examine the current 
situation of drug use, including alcohol, tobacco, and medications, in Japan. The findings will be 
provided as basic data for a drug abuse prevention strategy. This survey is the only monitoring 
survey on drug use conducted for the general population in Japan. Since the first nationwide 
survey in 1995, this series of surveys has been conducted every other year, and this survey is 
the 13th one.

DESIGN AND METHODS:

This survey was conducted in September–November 2019. We sampled a total of 7,000 
individuals aged 15–64 years from Japan’s Basic Resident Registration system, using a two-
stage stratified random sampling method. A self-administered questionnaire was distributed to 
each individual selected and then they were collected. The study protocol was reviewed and 
approved by the Ethics Committees of the National Center of Neurology and Psychiatry.

Sampling

The sampling method is outlined as follows.
1) All 47 prefecture of Japan were divided into the 11 geographic areas.
2) Each of the 11 areas was further stratified in to five community sizes with a total of 65 strata.
3) The 7,000 individuals sampled were distributed to each of the above 65 strata proportional to 
the population density so as to have 19-31 samples per survey spots.
4) The survey spot selected to conduct the 2015 National Census were used as primary 
sampling unit, and survey spots (enumeration districts) were randomly selected. 
5) The target population from each survey spot (enumeration districts) was randomly selected 
from the Basic Resident Register using equal-interval sampling method.
Analysis

For items such as prevalence of drug use and the number of drug users, estimates (point and 
interval estimates), which were adjusted based on the total number of survey spots included in 
each stratum and in the population aged 15 years or older in each survey spot, were ca lculated
using IBM SPSS complex samples.
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